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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月22日(2019.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガス透過性の中央領域（１０；５０）及び該中央領域を包囲している周縁領域（１２；
５２）を備えた、多孔性でプレート状の金属製の支持サブストレート（８；４８；６８）
；
前記支持サブストレートの第１の面（１３；５６）の前記中央領域に配設され、電気化学
的に活性な層（２８，３０，４４；３０‘‘‘）を少なくとも１つ備えた積層体（２６）
；
溶接接合部（１８；１８‘；１８‘‘）を介して前記支持サブストレートの前記周縁領域
と結合された、金属製で気密な少なくとも１つのケーシング部（１４；６６）；及び
前記積層体から前記の気密なケーシング部まで広がっている気密ゾーン（３２）を
有する電気化学的モジュール（４）において、
前記気密ゾーンが、
前記積層体から前記支持サブストレートの第１の面の表面で少なくとも前記溶接接合部ま
で広がっている気密な表面部（３０；３０‘‘‘；４１；４２）及び前記の気密な表面部
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を前記ケーシング部と気密に結合する前記溶接接合部を有し、その溶接ゾーン（３６；３
６‘；３６‘‘；７０）が前記第１の面から厚さ方向（３８）において支持サブストレー
トの反対側の第２の面（２０）に向かって、支持サブストレートの厚さの一部だけ延びて
いる、ことを特徴とする電気化学的モジュール。
【請求項２】
　前記支持サブストレート（８；４８；６８）が気密な表面部（３０；３０‘‘‘；４１
；４２）の下側で、及び、前記溶接接合部（１８；１８‘；１８‘‘）の溶接ゾーン（３
６；３６‘；３６‘‘；７０）の下側で、多孔性に形成されていることを特徴とする、請
求項１に記載の電気化学的モジュール。
【請求項３】
　前記支持サブストレート（８；４８；６８）の前記周縁領域（１２；５２）における多
孔性部分（６４）の多孔度が前記中央領域（１０；５０）の多孔度よりも小さくなってい
ることを特徴とする、請求項２に記載の電気化学的モジュール。
【請求項４】
　前記支持サブストレート（８；４８；６８）がＣｒ（クロム）及びＦｅ（鉄）のいずれ
か一方又は両方に基づく材料の組合せから粉末冶金的に１つの部品に作られていることを
特徴とする、請求項１から３のいずれか１項に記載の電気化学的モジュール。
【請求項５】
　前記支持サブストレート（８；４８；６８）の前記周縁領域（１２；５２）における多
孔性部分（６４）の多孔度が３％から２０％（いずれも境界値を含む）の範囲にあること
を特徴とする、請求項２から４のいずれか１項に記載の電気化学的モジュール。
【請求項６】
　前記溶接ゾーン（３６；３６‘；３６‘‘；７０）が前記第１の面（１３；５６）から
厚さ方向（３８）において前記第２の面（２０）へ深さｔまで延びており、その深さｔが
前記周縁領域（１２；５２）における前記支持サブストレート（８；４８；６８）の厚さ
ｄの２０％≦ｔ≦８０％であることを特徴とする、請求項１から５のいずれか１項に記載
の電気化学的モジュール。
【請求項７】
　前記溶接接合部（１８；１８‘；１８‘‘）で結合された前記ケーシング部（１４；６
６）のケーシングセグメント（１６）が、前記支持サブストレート（８；４８；６８）の
周縁領域（１２；５２）とオーバーラップして支持サブストレートの第１の面（１３；５
６）に配設されていることを特徴とする、請求項１から６のいずれか１項に記載の電気化
学的モジュール。
【請求項８】
　前記溶接ゾーン（３６；７０）が厚さ方向（３８）において前記ケーシング部（１４；
６６）を完全に貫通し、一部だけが前記支持サブストレート（８；４８；６８）に入り込
んで延びていることを特徴とする、請求項１から７のいずれか１項に記載の電気化学的モ
ジュール。
【請求項９】
　前記溶接ゾーン（３６‘；３６‘‘）が前記支持サブストレート（８）の縁（３４）及
び前記ケーシング部（１４）の縁（４６）のいずれか一方又は両方に、形成され、前記厚
さ方向（３８）においてケーシング部の厚さの一部だけ延びていることを特徴とする、請
求項１から７のいずれか１項に記載の電気化学的モジュール。
【請求項１０】
　前記ケーシング部（１４）がフレーム状に形成されており、前記支持サブストレート（
８）の周縁領域（１２）を包囲して広がっていることを特徴とする、請求項１から９のい
ずれか１項に記載の電気化学的モジュール。
【請求項１１】
　前記ケーシング部（１４）が、複数のガス通流開口（４０）を備えたフレーム薄板であ
り、このフレーム薄板の外側縁部領域（６０）がインターコネクターと結合されているこ
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とを特徴とする、請求項１から１０のいずれか１項に記載の電気化学的モジュール。
【請求項１２】
　前記の気密な表面部が電解質（３０；３０‘‘‘）を有し、この電解質は前記積層体（
２６）の一部であり、この積層体を越えて支持サブストレート（８）の第１の面（１３）
上で広がっていることを特徴とする、請求項１から１１のいずれか１項に記載の電気化学
的モジュール。
【請求項１３】
　前記の気密な表面部が、支持サブストレート材料から成る、支持サブストレート（８）
の表面気密部分（４１）を有し、この表面気密部分が支持サブストレート材料の溶融相を
有していることを特徴とする、請求項１から１２のいずれか１項に記載の電気化学的モジ
ュール。
【請求項１４】
　前記の気密な表面部が、前記支持サブストレート（８）に被着された気密なシール材（
４２）を、有していることを特徴とする、請求項１から１３のいずれか１項に記載の電気
化学的モジュール。
【請求項１５】
　次のステップを特徴とする、電気化学的モジュール（４）の製造方法：
Ａ）多孔性でプレート状の金属製の支持サブストレート（８；４８；６８）を粉末冶金的
に製造するステップ。この場合、この支持サブストレートの少なくとも、周縁領域（１２
；５２）で囲まれた中央領域（１０；５０）はガス透過性に形成される。
Ｂ）電気化学的に活性な層（２８，３０，４４；３０‘‘‘）を少なくとも１つ有する積
層体（２６）が前記中央領域において前記支持サブストレートの第１の面に取り付けられ
ることにより、さらに、
金属製で気密な少なくとも１つのケーシング部が溶接接合部（１８；１８‘；１８‘‘）
を介して前記支持サブストレートの周縁領域と、その溶接ゾーン（３６；３６‘；３６‘
‘；７０）が第１の面から厚さ方向（３８）で支持サブストレートの反対側の第２の面（
２０）に向かって、支持サブストレートの厚さの一部だけ延びるように、結合されること
により、さらに、
　　前記支持サブストレートの第１の面の表面において、前記積層体から前記溶接接合部
まで広がる気密な表面部（３０；３０‘‘‘；４１；４２）が形成されることにより、
　前記支持サブストレートの第１の面（１３；５６）上で前記積層体（２６）を前記の金
属製で気密な少なくとも１つのケーシング部（１４；６６）へ気密結合するステップ。
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